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令和６年４月１８日、全国学力・学習状況調査が行われました。この調査は、小学校６年生と中学校３年生を

対象とし、今年度は「国語」、「算数・数学」の２教科が実施されました。小諸市内の小・中学校の調査結果は、

学習指導要領内容項目の平均正答率を全国（１００）として比べると、以下のグラフのような結果となりました。

出題の趣旨からみた、おもな成果（◎）と課題（△）も示しました。 

国語（言葉の特徴や使い方

に関する事項）

国語（情報の扱い方に関す

る事項）

国語（我が国の言語文化に

関する事項）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

算数（数と計算）

算数（図形）

算数（変化と関係）

算数（データの活用）

小諸市

全国＝100

小学校＜全国と比較＞

国語「ほぼ同じ」

算数 「ほぼ同じ」

国語（言葉の特徴や使い方

に関する事項）

国語（情報の扱い方に関する

事項）

国語（我が国の言語文化に

関する事項）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

小諸市

全国＝100

中学校＜全国と比較＞

国語 「ほぼ同じ」

数学 「ほぼ同じ」

                                    

 

 

 

 

 

 

 

１ 学力調査の結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度   小諸市の全国学力・学習状況調査の結果    小諸市教育委員会 

       
◎「我が国の言語 
文化に関する

事項｣⇒日常的に読書に親し
み、読書が自分の考えを広げる
ことに役立つことに気付くこ
と。 

△｢話すこと・聞くこと」⇒目的
や意図に応じて、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を
分類したり関係付けたりして、
伝え合う内容を検討すること。 

 
◎｢数と計算｣⇒ 
問題場面の数量

の関係を捉え、加法と減法と
の相互関係について理解する
こと。 

△｢変化と関係」⇒速さなど単位
量当たりの大きさの意味及び
表し方について理解し、それを
求めること。 

国語（小） 

       
◎｢情報の扱い 
方に関する事 

項｣⇒原因と結果、意見と根拠
など情報と情報との関係につ
いて理解すること。 

△｢書くこと｣⇒物語を創作する
場面において、表現の効果を
考えて描写するなど、自分の
考えが伝わる文章になるよう
に工夫すること。 
 
     ◎｢数と式｣ 

⇒文字を用い
た式を具体的な場面で活用す
ること。 

△「図形」⇒三角形や平行四辺形
の基本的な性質などを具体的
な場面で活用すること。証明
の必要性と意味及びその方法
について理解すること。三角
形の合同条件などを基にして
三角形や平行四辺形の基本的
な性質を論理的に確かめた
り、証明を読んで新たな性質
を見いだしたりすること。 

☆全国と比較すると、小中学校ともに国語及び算数・数学は「ほぼ同じ」という結果になりました。  

記述問題において、最後まであきらめずに答えを書こうと努力した児童生徒が増えました。(国語) 

☆次頁以降には、右上の各教科に示した課題(△)に関して、子どもたちが苦手としている実際の問題の 

一部を取り上げてみました。また、「児童生徒質問紙」調査の結果からみえてきた点もまとめました。 

算数（小） 

国語（中） 

数学（中） 
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こ
の
問
題
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力 

 

【
出
題
の
趣
旨
】 

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
集
め
た
材
料
を
分
類
し
た
り
関
係
付
け
た
り
し
て
、
伝
え

合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
問
題
で
す
。 

【
問
題
の
概
要
】 

こ
の
問
題
で
は
、「
海
に
近
い
学
校
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。」
と
い

う
村
木
さ
ん
の
質
問
に
対
し
、【
和
田
さ
ん
の
メ
モ
】
に
、
自
分
の
学
校
の
「
地
い
き

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
」
に
関
係
す
る
情
報
を
整
理
し
て
い
た
こ
と
で
、
複
数
の
情
報

を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 苦手（課題△）としている問題は・・・ 
〇小諸市の児童生徒が苦手としている実際の問題は、以下のようなものでした。各問題にはどんな力が求め
られているのか（出題の趣旨、問題の概要等）、また市内児童生徒の多かった誤答の傾向も付しました。 

 
 
 
 

 

 国語（小） 

【
正
答
例
】 

『
４
』
自
分
の
学
校
の
「
地
い
き
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
」
に
関
係
す
る
情
報
を
整
理
し
て
い
た
こ
と
で
、 

複
数
の
情
報
を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

【
誤
答
等
の
傾
向
】 

『
３
』
自
分
の
学
校
の
「
地
い
き
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
」
に
関
係
す
る
情
報
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え

る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
複
数
の
情
報
を
ま
と
め
て

伝
え
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。 
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この問題に求められている力 
【出題の趣旨】 
   日常生活の問題を解決するために、示された場面を解釈し、異種の二つの量の割合として捉え
られる数量の関係について考察できるかどうかをみます。 
・除数が小数である場合の除法の計算をすること。 
・速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察すること。 
・道のりが等しいことを基に、時間と速さの関係について考察し、表現すること。 
・速さの意味について理解していること。 

【問題の概要】 
  この問題では、家から図書館までの道のりと時間を読み取り、それらを基にして速さについて
正しく理解できているかが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 算数（小） 

【正答】       ○「２００」 
【誤答の傾向】 ×「４００」自転車の速さが、家から郵便ポストまで分速 200ｍ、郵便

ポストから図書館まで分速 200ｍであるとき、家から図書館までは
分速 400ｍになると誤って捉えている児童が多い。 
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【
正
答
例
】 

「
ア
」
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
、
今
日

も
僕
は
い
つ
も
の
場
所
で
君
を
待
っ
て
い
る
。 

「
イ
」「
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
」
の
よ

う
に
情
景
を
描
写
す
る
こ
と
で
、「
僕
」
の
期
待
感
が

印
象
的
に
伝
わ
る
。 

【
誤
答
の
傾
向
】 

「
ア
」 

窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
、
今
日

も
僕
は
い
つ
も
の
場
所
で
君
を
待
っ
て
い
る
。 

「
イ
」 

情
景
を
描
写
し
た
。 

 国語（中） 

こ
の
問
題
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力 

【
出
題
の
趣
旨
】 

表
現
の
効
果
を
考
え
て
描
写
す
る
な
ど
、
自
分
の 

考
え
が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
ま
す
。 

【
問
題
の
概
要
】 

こ
の
問
題
で
は
、
「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ

た
。」
に
適
切
に
続
く
よ
う
に
、
表
現
を
工
夫
し
て
物

語
の
最
後
の
場
面
を
書
く
と
と
も
に
、
工
夫
し
た
表

現
が
、
「
僕
」
の
次
の
出
番
へ
の
期
待
を
伝
え
る
上

で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
書

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 
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【正答例】 正三角形の辺はすべて等しいから、ＡＣ＝ＰＣ ……①  ＣＱ＝ＣＢ ……② 
正三角形の１つの内角は６０°より、 
∠ＡＣＱ＝６０°＋∠ＰＣＱ  ∠ＰＣＢ＝６０°＋∠ＰＣＱ 
よって、∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ ……③ 
①、②、③より、２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから、 
△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ 

【誤答の具体例】 
「ＡＣ＝ＰＣ」、「ＣＱ＝ＣＢ」、「∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ」、「△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ」を記述しているが、 
成り立たないことや証明していないことを用いたり、誤った根拠を記述したりしている。 
×仮定より、 
ＡＣ＝ＰＣ ……①  ＣＱ＝ＣＢ ……②  ∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ ……③ 
①、②、③より、１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから、△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ 

 数学（中） 

この問題に求められている力 
【出題の趣旨】 
  二つの正三角形によってできる図形の性質を考察する場面を取り上げている。具体的には、図１
や図２を観察した上で、線分や角について成り立ちそうなことをコンピュータを使って調べ、二つ
の線分の長さが等しいことを見いだし、証明することができるかどうかをみます。 

【問題の概要】 
この問題では、図形についての考察場面において、ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用

いて説明することを求めています。 
説明する際には(a)ＡＣ＝ＰＣ、(b) ＣＱ＝ＣＢ、(c)∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ、(d) △ＱＡＣ≡△ＢＰＣ 

とそれぞれの根拠を記述する必要があります。 
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３ 正答率からみた生活習慣と学力の関係性は・・・＜「児童生徒質問紙」調査の中から抜粋＞ 

○子どもたちの学力向上には、学校での授業や家庭学習の充実に加え、基本的な生活習慣を身につけること

も欠かせません。以下は調査から抜粋した質問に対し、正答率との関係をクロス集計した結果です。 
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Q33.話し合い等を通して自分の考えを深めていますか

いる いない
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Q20.自分で学び方を考えたり工夫したりしていますか

している していない

0

10

20

30

40

50

60

70

80

国語（小） 国語（中） 算数（小） 数学（中）

Q6.平日、どのくらいSNSや動画視聴をしますか

３０分以下 ４時間以上
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Q2.毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

寝ている 寝ていない
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Q24.新聞を読んでいますか。

毎日読んでいる 読んでいない
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O1.毎日朝食を食べていますか

食べている 食べない時もある

☆Q1.市内小・中どの教科においても、毎日朝食を食べ

ている子どもほど、正答率が高い傾向にあります。 

☆Q2.毎日、決まった時刻に就寝し、『早寝・早起き・

朝ごはん』の規則正しい生活習慣が身についている

子どもほど、正答率が高いことが分かります。 

☆Q6.早寝・早起きをするには、帰宅後の時間の使い方 

も大切です。SNS や動画視聴などについては、家庭

での約束事を守りながら、様々なメディアと上手に

付き合っていくことが必要です。 

  

☆Q20 分からないことや詳しく知りたいことがあった

ときに、自分で学び方を考え工夫することは、自分の

ペースで得意なことを伸ばしたり苦手なことを克服

したりすることにつながり、学習効果が高まります。 

☆Q24 全国的にも新聞を読んでいる子どもは、昨年度

同様、正答率が高い傾向にあります。実際は「活字離

れ」から新聞を読むこと自体が減る傾向にあります。

新聞を活用した宿題を出している学級もあります。 

☆Q33 ペアや小グループでの話し合いを積極的に取り

入れている学校が増えています。子どもたち自身も

話し合いのよさを実感していることがわかります。 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 

平均 
正答率 
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○学力の向上には、基本的な生活習慣を身につけることに加え、自分に自信を持ったり、学校へ行くこと

が楽しみだったり、授業の中で「わかった」「できた」と実感したりすることも大切です。６０問以上ある

質問の中から、抜粋して取り上げた質問に関して、小諸市と全国の子どもの思いを比較してみました。 

 

４ 小諸市内の小中学校の今後の取り組みについて 

この掲載内容は、小諸市の子どもたちの学力や学習状況の一部であることをふまえつつ、今回の結果や

各学校の分析結果を、今後の授業改善や家庭と学校との連携のあり方について考えるきっかけとして活

用していきます。｢心豊かで、自立(自律)する子どもの育成｣を小諸市学校教育目標とし、これからの時代

に求められる子どもたちの資質や能力のさらなる育成を図ってまいります。   ＜小諸市教育委員会＞ 

◇Q42～43 国語に関する質問では、国語の勉強について「大切である」など、

前向きな回答をしている子どもが多くみられました。国語教育に力を入れて

いる小諸市では、今後も子どもたちの学ぶ意欲を大切にしながら、｢できた｣

｢分かった｣を実感できる授業を目指していきます。各学校においては、子ど

も同士の対話を中心とした授業づくりに努めていきたいと考えております。 

  

※【注】児童生徒の選択肢は

｢している｣｢どちらかとい

えばしている｣など、４項目

あります。肯定的な回答と

そうではない回答の２つの

割合(％)に整理し、全国の

割合と比較しています。 
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Q42.国語の勉強は好きですか

好き 嫌い

◇Q9 子どもの話に耳を傾け、学習や活動の様子を粘

り強く見守り、結果だけではなくプロセスも認め

ていくことが大切です。それにより、子どもは自分

のよさや自分の持ち味などに気づいていきます。 

◇Q16 小中ともに８割近い子どもが、学校が楽しい

と感じています。学校と家庭が連携し「明日も行き

たい」と思える環境を整えていくことが必要です。 

◇Q41 国語や道徳の時間には一人一人の考えを尊重

し、互いに聴き合うことや自分の考えを見つめ直

すことができる授業づくりを大切にしています。 
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Q9.自分には、よいところがあると思いますか

思う 思わない
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Q16.学校に行くのは楽しいと思いますか

思う 思わない
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Q41.道徳の話し合いを通して考えを深めていますか

いる いない
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Q43.国語の勉強は大切だと思いますか

思う 思わない


